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第１０回日本医師会・日本獣医師会による連携シンポジウム 

「“One Health”時代を迎えた薬剤耐性対策」の開催について 

 

 

この度、標記シンポジウムを別添のとおり１１月２５日（月）に開催することと

なりましたのでご案内申し上げます。 

ご参加につきましては、１１月１８日（月）までに下記の方法により日本獣医師

会までお申し込みくださいますようお願いいたします（参加費無料。なお、旅費等

は本会にて負担しませんので予めご了承ください）。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知のうえ、郡市区医師会、

貴会会員に対する周知方について、ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。 
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第１０回日本医師会・日本獣医師会による連携シンポジウム 

「“One Health”時代を迎えた薬剤耐性対策」の開催について 

 

開 催 日 時：令和元年１１月２５日（月） １０：００~１６：００ 

会   場：日本医師会館大講堂 

プログラム：別添のとおり 

申し込み方法：①氏名、②所属医師会、③連絡先（メールまたは電話番号）④懇談

会の出席の有無、を明記の上、メールまたは FAXにて日本獣医師

会事務局（※）までお申込みください。 

※日本獣医師会事務局（担当：守尾、駒田） 

Tel. 03-3475-1601 

Fax．03-3475-1604 

E-mail. ask@nichiju.or.jp 
 



問合せ先：公益社団法人日本獣医師会事務局

Tel. 03-3475-1601 Fax. 03-3475-1604 E-mail. ask@nichiju.or.jp

第10回 日本医師会・日本獣医師会による連携シンポジウム

開催日時：令和元年11月25日（月）10：00～16：00
開催場所：日本医師会館 大講堂（文京区本駒込2-28-16 日本医師会館1階）

〔特別講演〕
１ 医師側からの提言 舘田一博（東邦大学医学部微生物・感染症学講座）
２ 獣医師側からの提言 田村 豊（酪農学園大学動物薬教育研究センター）

・獣医師側の取組み（6名）
・医師側の取組み（4名）

第一部：耐性菌の現状と今後の展望
（10：00～12：00）

第二部：動物分野及び医療分野における薬剤耐性対策の事例紹介
（13：00～16：00）

主 催：公益社団法人 日本医師会 / 公益社団法人 日本獣医師会

“One Health”の実践に基づき人と動物の健康を確保するためには、医療及び獣医療に
とどまらず関係する産業分野の関係者が密接に連携しながら関連施策に取り組む必要があり
ます。特に薬剤耐性(AMR)対策については、医療、産業動物診療、小動物診療、農業生産、
水産養殖、食品安全等、広範な分野で相互に情報提供等を行いつつ、それぞれの分野で有効
な施策を講じていくことが不可欠です。
本連携シンポジウムは、このような社会的要請を踏まえ、“One Health”時代を迎えた

今後の薬剤耐性(AMR)対策を展望した上で、医療、獣医療等の現場における薬剤耐性(AMR)
対策の実践事例について紹介及び検討を行い、医療、獣医療等の関係分野における薬剤耐性
(AMR)対策の一層効果的な推進に資することを目的として開催します。

＜参加費：無 料＞

後 援：農林水産省 / 厚生労働省

※ 第二部終了後、懇談会を開催いたします。（参加費無料）
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